
Weekly M&A Review 2011/４/４（第100号）～３月第５週のＭ＆Ａを振り返る～

３月31日（木）

３月28日（月）

３月29日（火）

３月30日（水）

このレポートは主として情報提供を目的としたものであり、特定の会計・税務処理を勧奨するものではありません。会計上及び税務上の判断については、事前に公認会計士及び税理士、弁護士等の専門家と十分ご相談ください。本レポートの利用すること、またはその情報に依存する上で、直接、間接、状況による場合、特殊または結果的に発生する損失、ダメージ、
コスト、クレーム、要請などに対し、株式会社エスネットワークスは一切の責任を負いません。当レポート上で紹介されている第三者のウェブサイトに関しては、株式会社エスネットワークスはその情報の内容についてコントロールする立場にありません。また、一切の責任を負いません。第三者のウェブサイトの利用を推奨するものではありません。記載された意
見や予測等は作成時点のものであり、株式会社エスネットワークスはその正確性及び完全性を一切保証いたしません。本レポート記載の事項は今後予告なく変更されることがあります。当該レポートの内容に関する一切の権利は株式会社エスネットワークスに帰属し、事前の了承の無い複製又は転送は禁じられております。

株式会社エスネットワークス

【本レポートに関するお問い合わせ先】株式会社エスネットワークス 長谷川 さち恵 Tel:03-5573-4661/ s-hasegawa@esnet.co.jp http://www.esnet.co.jp/es/

半導体部品テストシステム業大手の株式会社アドバンテスト（東１ 6857）は、同業のVerigy Ltd.（米NASDAQ VRGY/本社:シンガポー
ル/以下、ベリジー）の全株式を取得することにつき、最終契約を締結したことを発表した。買収総額は約909億円。買収手法はシンガポール法
に基づくスキーム･オブ・アレンジメント（取締役会の同意に基づく買収手続き）。同社の株主総会およびシンガポールの裁判所の承認等により買
収が成立する。日本・アジアに強いアドバンテストと、欧米を拠点とするベリジーの統合により、グローバル規模の展開が可能となる。世界の半
導体製造装置市場で７位、検査市場では首位に立つ見通し。
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百貨店事業のエイチ・ツー・オー リテイリング株式会社（東･大１ 8242/以下、H2O）は、宅配業の株式会社エブリデイ・ドット・コム
（非上場/以下、エブリデイ）の株式譲受につき合意した。譲渡人はエブリデイの主要株主である大前研一氏および、投資業の株式会社大前・ビジ
ネス・ディベロップメンツ（非上場）。取得株式は63,166株、取得価額は1,004百万円。株式の所有割合は72.5％となる。H2Oは関西にて宅配
事業を展開中で、今後、東京･福岡でも展開する予定。エブリデイは福岡で宅配業を展開しており、エブリデイのプラットフォーム提供により事業
拡大を目指す。

４月１日（金）

半導体、太陽電池事業のワイエイシイ株式会社（東１ 6298）は、太陽電池用熱処理装置製造業の株式会社デンコー（非上場）の株式を取得し
た。取得株式は904千株。発行済株式のうち22.6％を取得、関連会社となる。取得価額は198,880千円。譲渡人はデンコー元役員等。４月にお
いても追加で株式取得をする予定。ワイエイシイの電池事業は2009年発足。デンコーの精密熱処理装置のノウハウにより技術力を高める目的。

運輸、倉庫業の株式会社オーナミ（大２ 9317）は、所有する鋳鍛製品製造業の株式会社シー・アンド・エフ エンジニアリング（非上場）の
株式譲渡につき決議した。譲渡先は日立造船株式会社（東１ 7004）。譲渡株式数は360株、譲渡価額は109,800千円。売却益として
91,800千円を計上する見込み。日立造船より子会社化について申出があったもの。シー・アンド・エフ エンジニアリングより委託している輸
送、通関業務は継続する。

飲食業の株式会社吉野家ホールディングス（東1 9861/以下、吉野家ＨＤ）は、飲食業の株式会社京樽（大・ＪＱ 8187）との株式交換に
つき、株主総会で承認を得た。株式交換の効力発生日は７月１日。京樽は完全子会社となり、６月28日に上場廃止となる予定。吉野家ＨＤは
1999年11月から会社更生法により再建中であった京樽の支援に参画していた。


